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＜連絡事項＞
・家族洗濯について、洗濯物返却時は中身の確認お願いします。

＜入室状況＞
【入院】
・野村　美智子様～東合
・坪坂　真由美様～東B1

【転出】
[bookmark: _GoBack]・上野　佑華様～東B1　→　西A48

【ユニット移動】
・飯田　修子様～東合　→　東C6

＜患者様連絡事項＞
・大平　香奈様～持参薬鑑別済、継続指示あり。

・野村　美智子様～内服スキップ可。点滴2本キープ、抗生剤の点滴2本。　内服困難時は内服スキップし、フロセミド20mg0.5A静脈注射実施。酸素1L　酸素飽和濃度90％以上キープするよう酸素増量可。尿測指示あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間ずつの開放観察指示あり。落ち着きのなさ著明で早めに開放観察終了としている。衣類を便器に突っ込む不潔行為持続。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。不穏・興奮なく穏やか。余暇時は臥床傾向。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。バイタルサイン著変なし。対面時やや声高に話されるが不穏・興奮には至らず。拒食・拒薬なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・三浦　華菜様～希死的言動やベッド上危険行為無し。活気の無さあるが、昼食は全量摂取。拘束部位の皮膚トラブルなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。
					
＜小栁Dr.診察＞
・佐藤　良子様～抗生剤の点滴3日分継続指示あり。

・長根　瞳様～身体拘束継続。週末経過をみて危険行動や不穏さなければ、右手開放実施していく予定。

・川村　貞子様～多弁、滅裂言動聞かれている。臨時薬炭酸リチウム追加となっている。

他の患者様の処方・指示内容に変更なし。

＜入院患者様情報＞
①日　　時：令和7年10月24日　11：38
  氏　　名：野村　美智子様（のむら　みちこ）様
　生年月日：昭和20年6月25日(80歳)
　病　　名：脳血管性認知症、脳梗塞、誤嚥性肺炎
　性　　別：女性
　主 治 医：金Dr（診察医：小柳Dr）
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟合併症室

　＜経過＞
令和7年10月1日～令和7年10月23日当院一回目の医療保護入院。
入院中は特に危険行為や問題行動見られず、夜間も良眠で経過。他者への迷惑行為も見られず、令和7年10月15日より認知症治療病棟へ療養環境変更となった後も食事も自立し、穏やかに過ごされていた。
　10月22日より食欲低下発熱あり、10月23日午前中より意識レベル低下あり、家族へ状態説明し、八戸赤十字病院脳神経外科へ救急搬送となる。精査の結果、右心原性脳梗塞の診断にて令和7年10月23日八戸赤十字病院へ転院となっていた。転院後、急性期治療の適応でないことから抗凝固療法、てんかん予防のイーケプラ投与で治療完了したため、本日当院へ再度紹介の運びとなる。診察の結果、本日東病棟合併症室へ医療保護入院の運びとなる。

②日　　時：令和7年10月24日　14：57
　氏　　名：坪坂　真由美様（つぼさか　まゆみ）様
　生年月日：昭和47年11月6日（52）
　病　　名：統合失調症　アルコール依存症
　性　　別：女性
　主 治 医：田名部Dr.
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット　1号室
　
＜経過＞
　おおぞらクリニックデイケア通所中。令和７年５月から離婚に　向けて動いていた。法テラスに相談に行ったり、調停も行っていた。興奮などは無いものの不安定さは続いていて診察には毎週来ている状況であった。同年１０月２３日には初めて夫様も同伴にて来院して、その際に夫自ら離婚を考えていることが話されていた。家では椅子のカバーや布団、さらには１万円札を破くなど粗暴さがみられていたようである。夫としては離婚するまでの間に、グル－プホームや施設に入所させたい意向があり。また、前医からは青山荘入所も勧められていた経緯もあったことで、担当医と話し合って入所の方向を健闘するのが妥当と判断されて、本人もその案で納得した為、本日当院に受診、任意入院となる。
